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８．市街地の変遷 

１）まちの歴史・沿革 

［まちの歴史］ 

• 古くから関東と関西を結ぶ航路の重要な寄港地として発展し、徳川幕府もここに

奉行所を置いた。幕末はアメリカ・ロシア使節の来港、ハリスの領事館設置等に

より、幕末開国史の舞台として展開した。その後、他港開港により一時衰退した

が、明治以降は、伊豆地域の産物の移出港として復航し、昭和に入ってからは、

天城新道を始めとする道路整備、下田～大島間就航などを経て、昭和 36 年には

伊豆急行が開通し、温泉・歴史・自然などを中心とした観光地として発展し始め

た。 

• 昭和 30 年に下田・稲梓・稲生沢・白浜・浜崎・朝日の６町村が合併して下田町

となり、昭和 46 年、市制を施行して誕生した。 

 

■下田市近世史 

年代 西暦  事    項 

応永６  1399 下田八幡神社に、鰐口奉納される。（下田村の初見） 

天正１６  1588 後北条氏、豊臣方水軍の東征に備えて下田城を築く。 

天正１８  1590 ３月上旬豊臣方水軍、下田城へ押し寄せる。 

      ４月下旬下田開城、城将清水康英は河津林際寺へ身を寄せる。 

      ７月 小田原開城、後北条氏滅亡、秀吉の天下になる。 

      ８月 家康旗下、戸田忠次、下田五千石の領主となる。 

元和元  1615 家康、大坂夏の陣に備え今村伝四郎に下田警備を命ずる。 

元和２  1616 初代下田奉行今村彦兵衛、須崎に遠見番所を置く。 

元和９  1623 大浦に遠見番所が移る。 

寛永１２  1635 今村伝四郎正長、了仙寺創建。 

寛永１３  1636 大浦の御番所を改築し船改番所とし、上下の廻船を検問する。 

正保２  1645 今村伝四郎正長、武ヶ浜浪除を普請。 

寛文４  1664 石野八兵衛、大浦切通しを開削、残土で坂下町ができる。 

寛文８  1668 今村伝三郎正成、開削の残金で水道木管を敷設。 

天和３  1683 服部久右衛門、井戸水利用に換え、水道木管を掘り出して辻木戸を作る。 

貞享５  1688 日向の御用船、積荷を捨てた責任をとり、船頭等１６人が切腹、大安寺を墓所に。 

享保６  1721 ２月 御番所が浦賀に移り、下田奉行が廃止。 

寛政５  1793 ３月 松平定信、伊豆海防見分、谷文晁『公余探勝図』。 

天保１３  1842 １２月 下田奉行復活、初代小笠原加賀守。 

天保１４  1843 ４月 幕府は州佐里崎・狼煙崎、沼津藩は三穂ヶ崎に御台場築造。 

      ９月 下田町書役、平井平次郎『下田年中行事』８７巻完成。 

弘化元  1844 ２月 下田奉行は、二代土岐丹波守をもって廃止。 
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年代 西暦  事    項 

嘉永６  1853 ６月３日 ペリー、浦賀に来航。 

      ７月１８日 プチャーチン、長崎に来航。 

嘉永７ 1854 １月１２日 ペリー、軍艦９隻で浦賀へ再来航。 

      ３月３日 日米和親条約１２ヶ条、神奈川で締結、下田開港。 

      ３月１８日からペリー艦隊７隻、順次下田来航。 

      ３月２２日 下田奉行再々置、初代奉行に都築駿河守、井上信濃守。 

    （宝福寺、稲田寺が仮奉行所となる。 

      ３月２４日 ペリー、上陸して了仙寺で饗応を受ける。 

      ３月２７日 吉田松陰「踏海の企て」、柿崎弁天島より漕ぎ出すも失敗。 

      ５月２２日 日米和親条約付録下田条約１３ヶ条を了仙寺で調印、欠乏品の供給。 

      ６月１日 ペリー、目的を達して下田を去る。 

      １０月１５日 プチャーチン、ディアナ号で下田に入港。 

      １１月３日 第１回日露交渉、福泉寺で行う。 

      １１月４日 大地震・大津波で下田は壊滅状態、ディアナ号大破。 

安政元  1854 １１月２７日 「嘉永」から「安政」へと改元。 

      １２月２１日 日露和親条約９ヶ条と付録４ヶ条を長楽寺で締結。 

安政２  1855 ３月 プチャーチン、ヘダ号で帰国。 

      １２月 下田奉行所、中村に完成。 

安政３  1856 ７月２１日 ハリス、駐日総領事として下田来航。 

      ７月２５日 ハリス、御用所で饗応を受ける。日米双方１１人ずつ列席。 

      ８月５日 ハリス、玉泉寺入り、玉泉寺は日本最初の米国総領事館となる。 

安政４  1857 ５月２２日 お吉、玉泉寺へ支度金２５両で出仕。 

      ５月２６日 下田協約が締結される。（日米貨幣交換比率改定） 

      １０月７日 ハリス、下田を発ち天城・箱根を越えて江戸へ。 

安政５  1858 ６月１９日 日米修好通商条約、ポーハタン号艦上で締結。 

安政６  1859 ５月２日 横浜開港、ハリス下田を去り、玉泉寺領事館閉鎖。 

      １２月 下田開港場と奉行所が閉鎖。 

文久２  1862 下岡蓮杖、横浜野毛に写真館を開く。 

明治３  1870 １１月 神子元島灯台点灯。 

昭和９  1934 ４月 開港８０周年記念、第１回黒船祭。 

昭和３６  1961 １２月 伊豆急、伊東―下田間開通。 

昭和４６  1971 １月 下田市制施行。 

      １１月 須崎御用邸完成。 

昭和５４  1979 ６月 カーター米国大統領、下田でタウンミーティング。 

資料：下田の歴史年表（下田市役所公式サイトより） 
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